「吾輩は猫である」読書メモ

　明治３６年１月、２年間の英国留学から帰った漱石は、妻鏡子が澄んでいた牛込区矢来の隠居所に入り、３月には本郷区千駄木に転居。
　４月から第一高等学校の講師になり、ラフカディオ・ハーンの後任として東京帝国大学英文科の講師を兼任。

　帝大では、「英文学概説」の講座を持ったが、難解な講義内容のため学生たちの評判は芳しくなかった。

　夏ごろになると留学時代に発症した神経衰弱が高じて妻子と別居。

　そのような漱石を見て、友人の俳人高浜虚子は精神を鎮めるために小説を書くことを勧めた。

　３７年夏、生後間もない黒猫が夏目家に迷い込んだ。鏡子はこの猫を「福猫」といってかわいがり、小説を書くきっかけとなった。
　日露戦争の最中に書かれた

　西欧文明との戦い、

　近代化（西欧文化、技術）の意味を問う

　明治38年1月～明治39年8月、「ホトトギス」に発表

　新しい小説手法、１９世紀西欧近代小説、ロシアフォルマリズム、異化

　ローレンス・スターン、トリスタム・シャンティ、スローモーション表現

　明治38年、「漱石の思い出」、猫じゃ踊りの場面などで、漱石自身にとっては、ノイローゼ自己治療として、写生文として作品を描く

· 権威をあざ笑う

· 文壇への当てこすり、パロディ（上田　敏　翻訳、優美主義、泉　鏡花　非日常化）

· 新しい小説手法として

吉本隆明「夏目漱石を読む」によると、この記述者である「猫」は移動してどこへでももぐりこんでいける「耳」という意味を持ち、それから「猫」は、移動する耳の役割から、移動する「眼」という役割に代わる。

この「吾輩は猫である」のなかの「猫」は、はじめは人間たちのおしゃべりを盗み聞くというのが主な役割ですが、後半は、移動しながら人間どもの所作を観察する「眼」という役割を演じている。

　「吾輩は猫である」のはじめは、「猫」と語り手と作者とは一応区別していましたが、だんだんこの三つはイコールなんだとかわっていってしまう。

　「吾輩は猫である」は、簡単に読めば、高踏な、知的な落語みたいな滑稽小説として、日本人の近代文学のなかでは珍しい特質をもった作品である。読み方次第では、初期の混沌とした漱石の知識から正確悲劇まであらゆる要素が、滑稽さと歯切れのいいべらんめえ口調を装って渦巻いている。
　この作品は、作家としての軌道が定まるまでの漱石をすべて総合しており、「それから」という作品で作家としての軌道が定まっていくまでに書かれた作品で、小品の類は、「吾輩は猫である」で部分的に、あるいは断片的に言ったことを、一つ一つ拡大して一遍の作品にしたのが「坊っちゃん」や、「草枕」になっている。

作品の趣旨

　猫――名前のない世界、言葉を超えた世界

　明治25年6月　文化大学生のころ老子の哲学（道教の世界）を学ぶ

　　相対世界を脱却し、絶対の世界へ

　　言葉で表せない世界の存在、西欧は、言葉有りき、論理の世界

　　文学の構造は、言葉で言い表せない世界がある。それを表現するもの

